


　去る１１月２３日・２４日に開催された「第１６回子どもの権利条約フォーラム2008inみえ」に参加しました。その中で、

子どもたち自らが発信する場で「声」を聞いた時、安心できる場所で話に耳を傾け、愛情を持って接することで、子どもは

自分を「受け入れられた」「認められた」と感じ、そのことで他人をも認められるようになるということを改めて認識しま

した。このことは、親子関係のみならず、人と人とのすべての関係において言えることではないでしょうか。子どもの気持ち

に寄り添うには、自分の心にどれだけ余裕があるかがポイントのように思います。子どもからの様々なサインをキャッチす

るためにも、日々ゆとりある生活を心がけたいですね。

こんなに相手のことを想っているのに、相手にはちっとも伝わっていないのでは・・・と思うことはありませんか？

誰でも自分以外の人は、自分と同じではありません。性格も違えば、嗜好も違います。お互いを知ろうとしたり、理解

しようとすることから、その人を思う気持ちは始まっていると思います。あるがままの自分を認められ、大切にされ、

愛されることは、心が健康に育つためには必要なことです。あなたはどんなことで「愛されていること」「大切にされ

ていること」を実感しますか？ 日々の暮らしの中で、相手に届きやすい方法で「愛」を伝えていけるといいですね。

＊心から進んでやること

例えば・・・

「おもちゃを修理する」「自転車を直す」

「どこかに連れて行く」

・したくないと思う場合、無理をせず、どうしてやりたくないの

か、なぜ嫌なのか考えてみましょう

　『忙しい時間帯』『苦手なこと』など理由がわかれば他のこ

とを選ぶことができます
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